
（様式第３）

伝文委第 ３号

変更が生じた日付を記載→ 平成２４年６月１日

文化庁長官 殿

交付決定通知と整合性を図るこ 補助事業者

と。変更がある場合は変更点が 所 在 地

わかるよう別紙を添付すること 代表者職名

（様式任意） 代表者氏名

平成２４年度文化芸術振興費補助金（文化遺産を活かした

観光振興・地域活性化事業）計画変更承認申請書

平成２４年４月６日付け２４庁財第２０６号で国庫補助金の交付の決定を受けた下記の事業に

ついて、別紙のとおり事業の内容を変更したいので、承認くださるよう関係資料を添えて申請します。

■地域の文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業

□ミュージアム活性化支援事業

※実行委員会として取った決裁番号

（地方公共団体の決裁番号は不要）

伝文実行委員会

東京都千代田区霞が関3-2-2

会長

文化 太郎 印

※交付申請書に使用した印を押印

記

区 分

事業の名称 （※交付決定を受けた交付申請書に記載の、正式名称を記入）

（記載上の注意）
別紙として、事業計画書（該当部分について変更前及び変更後を2段書きするなど判別しやすくす
ること）を添付すること。

（注）用紙は日本工業規格Ａ４とする。
署名は必ず本人が自署すること。

【国庫補助金に変更がない場合
（補助対象経費の総額の２０％以上の変更の場合等）】

・交付決定を踏まえ、事業計画を見直し、事業内容を整理した。

【国庫補助金に変更がある場合】
・当初予定していたシンポジウムが、台風の影響で開催できなくなり、
日程の変更も出来なかったため。

変更の内容 ・別紙事業計画書のとおり

変更により増(減)額
すべき国庫補助金の額

【国庫補助金に変更がない場合
（補助対象経費の総額の２０％以上の変更の場合等）】

０円

【国庫補助金に変更がある場合】
・当初予定していたシンポジウムが、台風の影響で開催できなくなり、
日程の変更も出来なかったため。

－１，０００，０００円

変更の理由



＜事業計画書＞

■地域の文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業

□ミュージアム活性化支援事業

事業の名称

区分

（※交付決定を受けた交付申請書に記載の、正式名称を記入）

事業の内容

１．継承事業
（１）親子茶道教室 5回（A茶道会）

開催予定日：平成24年○月○日、○月○日・・・
参加人数 ：○月○日 ○○名、○月○日 ○○名・・・
場 所 ：○○公会堂内
講 師 ：○○
事業内容 ：○○市内に在住する親子を対象に、伝統的な茶道の作法を

継承する教室を実施する。

（２）○○祭山車行事継承事業（B祭実施委員会）
開催予定日：平成24年○月○日～○月○日
場 所 ：○○公会堂内
事業内容 ：重要無形民俗文化財である○○祭山車行事を継承するための

用具の修理、修理現場公開を実施する。

（３）伝統文化・芸能シンポジウム（B祭実施委員会）
開催予定日：平成23年○月○日～○月○日
場 所 ：○○文化センター（大広場）
事業内容 ：茶道作法のワークショップ・太鼓神楽山車などの公演をする。

上記シンポジウムが台風の影響で非開催

２．記録作成事業

補助対象外事業

は記入不要。

２．記録作成事業
（１）○○市伝承行事に係る記録作成事業（C協会）

作業予定日：平成24年○月○日～平成25年○月○日
事業内容 ：○○祭山車行事を中心とした○○市所在の文化遺産を

総合的に記録・紹介するためのDVDを作成する。
（別紙：DVD配布先一覧）

事業実施により
想定される効果

可能な限り数値（※）を用いた記述・分析とし、詳細に記述をすること。

（※）
例としては、以下のとおり。
１．行事等への参加者数の推移
２．関係ホームページへのアクセス数
３．事業の「核」となる文化遺産や美術館等への入場者数
４．各都道府県等の観光統計データ（観光客数、宿泊者数等）
５．事業に関係する交通機関（道の駅等）の乗降者数
６．アンケートなどをもとにした満足度やリピート率 等

定性的に単に「効果がある」と記述するのではなく、数値を基にした定量的な記述・分析をしてく
ださい。
特に「経済波及効果」を意識した記述としてください。

地方公共団体が

策定する計画と整

合性を図ること。



＜収支予算書＞

収入の部

文化庁使用欄

国庫補助額 3,445,000

合計 3,949,000

その他 500,000 協賛団体助成金

小計 504,000

都道府県補助額 0

市町村補助額 0

区分
平成２４年度
収入額（円）

備考

自己負担額 4,000 自己負担金

交付決定額と同額にすること。

交付決定額から変更する場合

は、必ず文化庁に事前に相談

すること。



＜支出の部＞

備 考 文化庁使用欄

報償費 200,000

記録作成事業 2,316,400

賃金 116,400

うち500,000円は
協賛団体助成金

請負費 500,000

需用費 200,000

使用料及び借料 120,000

役務費 100,000

報償費 185,500

旅費 202,800

継承事業 1,366,500

賃金 58,200

区分
平成２４年度

支出予定額（円）

主たる経費 3,682,900

左記支出予定額の
うち

自己負担額等

うち500,000円は
協賛団体助成金

各項ごとに、目別の金額を列記してください。

「項」、「目」の記載順は、要項別紙の「項」、

「目」記載順としてください（募集案内P.49～

51、54参照）。

ただし、該当の無い目は記載を省略してく

ださい。

（「共済費０円」といった記述は不要です。）

なお、要項に記載されていない「項」、「目」

は記載不可です。

（記載上の注意）

区分欄は、補助要項の明細の項及び目名ごとに記載すること

役務費 16,100

合 計 3,949,000
うち504,000円自
己負担

賃金 200,000

需用費 50,000

うち4,000円は自
己負担金

その他の経費 266,100

事務費 266,100

うち4,000円は自
己負担金

委託費 2,000,000
うち500,000円は
協賛団体助成金

収入の部の合計額と同額とする



＜支出内訳明細書＞

（項）継承事業

（目）賃金

目の細分 人数
時間

(枚数)
日数

(回数)
単価 金額

うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

会場整理等賃金 10 6 1 970 58,200
B祭実施委員会
会場整理ｱﾙﾊﾞｲﾄ
10人×6時間

合 計 58,200

（項）継承事業

（目）報償費

目の細分 人数
時間

(枚数)
日数

(回数)
単価 金額

うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

指導謝金 1 3 5 5,300 79,500
A茶道会
外部講師謝金
1人×3時間×5回

指導謝金 2 2 5 5,300 106,000
B祭実施委員会
用具修繕指導
2人×2時間×5回

合 計 185,500

（項）継承事業

賃金、報償費は、募集案内P.19,25,26記載の単価

上限額を超えない範囲で設定してください。

上限額を超えた金額は団体負担となります。

賃金・報償費は人数×時間(枚

数)×日数(回数)×単価＝金額とな

るよう記載してください。

使途を判別できる情報を記載してください。

・イベントの主たる実施団体名（必須）

・使途

旅費は必ず算定根拠を記載してください。実費

の場合は、移動区間を記載してください。

例：JR○○駅～△△空港～近鉄××駅

旅費の算定方法については、募集案内P.20、26

を参照してください。

要項に記載されていない「項」

「目」「目の細分」は記載不可。

（目）旅費

目の細分
出発地
(駅･バ
ス停)

到着地
(駅・バス

停)
金額

うち自己
負担額等

備考
文化庁
使用欄

費用弁償
ＪＲ

○○駅
ＪＲ

○○駅 2,800
A茶道会
○○市旅費規程(市内移
動)

費用弁償 200,000

B祭実施委員会
用具修繕指導
2人×5回
実費(内訳別紙)

合 計 202,800

（項）継承事業

（目）使用料及び借料

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

会場借料 30,000
A茶道会
3時間×5回

会場借料 90,000
B祭実施委員会
用具修理作業場

合 計 120,000

15 2,000

30 3,000

旅行者名

文化 太郎

一式

員数 単価

の場合は、移動区間を記載してください。

例：JR○○駅～△△空港～近鉄××駅

旅費の算定方法については、募集案内P.20、26

を参照してください。

内訳は必ず添付してください。



（項）継承事業

（目）役務費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

通信運搬費 100,000
B祭実施委員会
用具搬入・搬出

合 計 100,000

（項）継承事業

（目）請負費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

請負費 500,000
B祭実施委員会
山車修繕費
(仕様書別紙)

合 計 500,000

（項）継承事業

（目）需用費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

消耗品費 50,000
A茶道会
茶会用消耗品

員数 単価

一式

員数 単価

1 500,000

員数 単価

2 50,000

修理、新調の仕様書を添付してください。
役務費、委託費、請負費、需要費などについて、発注金額が

50万円を超える場合は、複数の見積書を徴収するなど、適切

な金額設定がなされるようにしてください。

(見積書は必要に応じて提出していただく場合があります。)

消耗品費 50,000 茶会用消耗品
(内訳別紙)

消耗品費 100,000
B祭実施委員会
事務用消耗品
(内訳別紙)

印刷製本費 50,000
B祭実施委員会
用具修理記録

合 計 200,000

（項）記録作成事業

（目）賃金

目の細分 人数
時間

(枚数)
日数

(回数)
単価 金額

うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

資料整理等賃金 3 4 10 970 116,400
C協会
3人×4時間×10日

合 計 116,400

50 1,000

一式

一式
内訳が複数にわたる場合は、

員数を一式としていただいて

結構です。

「一式」とする場合は、その

内訳（物品名、単価、個数、

金額等がわかる書類を添

付して下さい）



（項）記録作成事業

（目）報償費

目の細分 人数
時間

(枚数)
日数

(回数)
単価 金額

うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

原稿執筆謝金 2 50 1 2,000 200,000
C協会
2人×50枚

合 計 200,000

（項）記録作成事業

（目）委託費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

DVD制作委託費 2,000,000 500,000

C協会
DVD1,000枚 ﾌﾟﾚｽ代込み
(領収書別紙)
内500,000円は協賛団体助
成金

合 計 2,000,000 500,000

（項）事務費

（目）賃金

目の細分 人数
時間

(枚数)
日数

(回数)
単価 金額

うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

実行委員会本部
事務ｱﾙﾊﾞｲﾄ

一式

員数 単価

複数の作業を委託した場合は、内訳

の記載された仕様書を提示し、積算

の根拠を明らかにしてください。

単価上限超過分や、補助対象外経費の計上など、自己負担金

等がある場合は、金額の内数を自己負担額の欄に記入して下

さい。

資料整理等賃金 2 5 20 1,000 200,000 4,000

事務ｱﾙﾊﾞｲﾄ
2人×5時間×20日
単価上限超過分、自己
負担（1,000－980×200
＝4,000円）

合 計 200,000 4,000

（項）事務費

（目）需用費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

消耗品費 50,000
実行委員会本部
事務用品
(内訳別紙)

合 計 50,000

（項）事務費

（目）役務費

目の細分 金額
うち自己
負担額等 備考 文化庁使用欄

通信運搬費 12,000
実行委員会本部
郵送費

手数料 4,100
実行委員会本部
振込手数料

合 計 16,100

100 120

10 410

一式

員数 単価

員数 単価

内訳は必ず添付してください。



＜補助事業に係る文化財の概要＞

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

文化財の名称

指定の有無

文化財の概要

○○祭山車行事（B祭実施委員会）

国指定重要無形民俗文化財

○○祭山車行事は、伝承の起源は江戸時代であり、・・・との特徴があり、昭和○年に国の重要
無形民俗文化財に指定された。○○祭の主たる行事として、毎年実施されている催しである。

○○市所在文化財（C協会）

一部有

○○市には、○○祭山車行事をはじめとする無形民俗文化財、重要文化財○○家住宅、国指
定○○遺跡など、多様な類型の文化財が所在しており、○○市が主体となって公開活用を行っ
ている。

一般的な生活文化（茶道、華道等）や国民

娯楽（囲碁、将棋等）を扱う場合は、この欄

は記入不要。

（記載上の注意）

文化財毎に作成すること

＜事業担当者連絡先＞
ふ り が な

申請団体名

ふ り が な

担当者氏名

担当者連絡先

”

”

郵送先

その他

（E-mail）○○○○＠bunka.go.jp

〒100-8959 東京都千代田区霞が関3-2-2

でんぶんじっこういいんかい

伝文実行委員会

ぶんか じろう

文化 次郎

（TEL）０３－５２５３－○○○○ （携帯）０９０－○○○○－△△△△

（FAX）０３－６７３４－○○○○

計画変更承認申請書の書類作成を担当している方

のお名前を記載いただき、連絡先は平日の日中に

連絡のとれる番号、アドレスを記載してください。

可能であれば、携帯電話の番号も記載してください。


